
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進

イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進

国
交
省

検
討
委
第
３
次
提
言
の
骨
子
打
ち
出
す

下
水
道
管
路
の
優
先
実
施
調
査

緊
急
度
・
空
洞
箇
所
な
ど
判
明

国
土
交
通
省
は
９
月
１７

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
３
号
館
会
議
室
で

第
８
回
「
下
水
道
等
に
起
因

す
る
大
規
模
な
道
路
陥
没
を

踏
ま
え
た
対
策
検
討
委
員

会
」
（
委
員
長
・
家
田
仁
政

策
研
究
大
学
院
大
学
特
別
教

授
）
を
開
き
、
第
３
次
提
言

の
骨
子
を
了
承
し
た
。
管
路

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
具

体
的
方
策
の
考
え
方
と
イ
ン

フ
ラ
全
般
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
推
進
す
る
方
向
性
な
ど
を

打
ち
出
し
た
。

当
日
は
国
交
省
の
石
井
宏

幸
上
下
水
道
審
議
官
が
あ
い

さ
つ
に
立
ち
「
先
月
末
に
当

委
員
会
の
提
言
を
踏
ま
え
た

概
算
要
求
を
提
出
し
た
。
上

下
水
道
管
路
の
更
新
な
ど
を

着
実
に
行
う
新
制
度
の
創
設

な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

本
日
は
第
３
次
提
言
骨
子
案

に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
要
請
し
た
。

続
い
て
家
田
委
員
長
が

「
豪
雨
被
害
で
漏
水
が
話
題

に
な
っ
た
。
下
水
道
を
め
ぐ

っ
て
大
き
な
課
題
が
生
じ
て

い
る
。
管
路
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
関
す
る
議
論
の
中
で
メ
リ

ハ
リ
と
い
う
こ
と
に
意
識
が

向
い
た
と
思
う
が
、
戦
略
的

に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
こ
と

が
重
要
だ
。
安
全
な
作
業
の

確
保
へ
徹
底
し
た
可
視
化
が

不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
」
と

強
調
し
た
。

議
事
で
は
全
国
特
別
重
点

調
査
の
優
先
場
所
実
施
結
果

や
埼
玉
県
行
田
市
で
発
生
し

た
点
検
作
業
員
死
亡
事
故
に

つ
い
て
報
告
。
安
全
確
保
を

最
優
先
す
る
取
り
組
み
を
改

め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、

注
意
事
項
を
記
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
も
検
討

し
た
。

第
３
次
提
言
の
骨
子
で
は

管
路
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
具
体

的
方
策
と
し
て
点
検
・
調
査

の
重
点
化
、
戦
略
的
再
構

築
、
管
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技

術
の
高
度
化
・
実
用
化
な
ど

を
提
示
。
イ
ン
フ
ラ
全
般
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
で
は
管

理
者
・
担
い
手
・
市
民
へ
の

徹
底
的
な
見
え
る
化
や
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
効
率
的
な
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

国
土
交
通
省
は
９
月
１７
日
、
下
水
道
管
路
の
全
国
特
別
重
点
調
査
に
お
け
る
優
先
実
施
箇
所
の
調
査
結
果
を
明

ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
腐
食
や
亀
裂
な
ど
で
原
則
１
年
以
内
の
早
急
な
対
策
が
必
要
な
緊
急
度
Ⅰ
は
全
体

の
１
割
に
あ
た
る
約
７２
㎞
、
応
急
措
置
を
施
し
た
う
え
で
５
年
以
内
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
緊
急
度
Ⅱ
は
約
２
２

５
㎞
だ
っ
た
。
ま
た
道
路
陥
没
事
故
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
空
洞
は
全
国
で
６
カ
所
見
つ
か
っ
た
。
同
省
は
問

題
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
道
路
管
理
者
と
連
携
し
た
速
や
か
な
対
策
を
要
請
し
て
い
る
。

全
国
特
別
重
点
調
査
は
今

年
１
月
に
発
生
し
た
埼
玉
県

八
潮
市
の

大
規
模
な

道
路
陥
没

事
故
を
踏

ま
え
、
再

発
防
止
を

図
る
観
点

か
ら
管
径

２
ｍ
以
上

で
設
置
後

３０
年
が
経

過
し
た
約

５
０
０
０
㎞
の
下
水
道
管
路

を
対
象
に
実
施
。
国
交
省
は

こ
の
う
ち
八
潮
市
の
事
故
現

場
と
地
盤
・
構
造
な
ど
の
類

似
性
や
道
路
陥
没
履
歴
の
あ

る
１
２
８
地
方
公
共
団
体
に

対
し
、
今
夏
を
め
ど
に
約
８

１
３
㎞
の
調
査
を
優
先
的
に

実
施
す
る
よ
う
求
め
て
い

た
。優

先
実
施
箇
所
の
調
査
で

は
８
月
現
在
で
潜
行
目
視
や

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
よ
る
約
７

３
０
㎞
の
目
視
調
査
と
約
１

３
７
㎞
の
打
音
調
査
を
終
了

し
、
３５
都
道
府
県
７１
団
体
が

管
理
す
る
約
７２
㎞
が
緊
急
度

Ⅰ
と
判
定
さ
れ
た
。
内
訳
を

み
る
と
愛
知
県
流
域
（
約
１１

・
４
㎞
）
が
も
っ
と
も
長

く
、
こ
れ
に
大
阪
府
守
口
市

（
約
４
・
７
㎞
）
、
鹿
児
島

市
（
約
４
・
４
㎞
）
、
宮
崎

市
（
約
３
・
８
㎞
）
、
山
形

県
流
域
（
約
２
・
７
㎞
）
、

広
島
県
流
域
（
約
２
・
４

㎞
）
、
大
阪
府
流
域
（
約
２

・
１
㎞
）
な
ど
が
続
い
て
い

る
。緊

急
度
Ⅱ
は
３６
都
道
府
県

８３
団
体
が
管
理
す
る
約
２
２

５
㎞
と
な
っ
た
。
最
長
は
埼

玉
県
流
域
（
約
４３
・
０

㎞
）
。
次
い
で
千
葉
県
流
域

（
約
３４
・
６
㎞
）
、
愛
知
県

流
域
（
約
２３
・
３
㎞
）
、
大

阪
府
流
域
（
約
２２
・
９

㎞
）
、
兵
庫
県
流
域
（
約
１０

・
６
㎞
）
、
宮
城
県
流
域

（
約
１０
・
１
㎞
）
、
広
島
市

（
前
同
）
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。路

面
や
管
路
内
か
ら
の
調

査
や
簡
易
な
貫
入
試
験
に
よ

る
空
洞
調
査
は
約
２
８
５
㎞

で
実
施
。
空
洞
の
存
在
が
確

認
さ
れ
た
６
カ
所
は
北
海
道

北
見
市
の
１
カ
所
、
新
潟
市

の
２
カ
所
、
熊
本
県
玉
名
市

の
３
カ
所
だ
っ
た
。
こ
の
う

ち
４
カ
所
は
す
で
に
対
応
済

み
、
残
り
２
カ
所
は
陥
没
の

可
能
性
が
低
い
も
の
の
、
早

急
に
対
策
を
講
じ
る
。

８
月
時
点
で
調
査
が
終
わ

ら
な
か
っ
た
約
８３
㎞
は
作
業

の
安
全
確
保
な
ど
で
遅
れ
が

生
じ
て
お
り
、
９
月
末
頃
を

め
ど
に
完
了
す
る
見
込
み
。

優
先
実
施
箇
所
を
含
め
た
約

５
０
０
０
㎞
の
全
国
特
別
重

点
調
査
は
来
年
２
月
頃
に
完

了
す
る
予
定
だ
。

同
省
は
引
続
き
各
地
方
公

共
団
体
の
取
り
組
み
を
技
術

的
・
財
政
的
に
支
援
す
る
と

と
も
に
、
今
回
の
調
査
結
果

を
有
識
者
委
員
会
に
よ
る
議

論
に
反
映
し
て
い
く
。

速やかな対策要請速やかな対策要請

腐食で緊急度Ⅰと判定された下水道管

石井審議官

家田委員長
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